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乳孔保育所もちつき大会（平成30年12月5日撮影）
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人と地域の輪を育み、
笑顔あふれる
大和高田市をめざして

活力ある
まちづくり

大和高田市長

吉田　誠克
大和高田市議会議長

泉尾　安廣
市民の皆さま、明けましておめでとうございます。
年頭にあたり、皆さまのご健康、ご多幸を心よ
りお祈り申し上げます。
さて、現在、我が国では、少子高齢化に伴う
人口減少が急速に進み、今後の人口構造転換
の局面においては、更なる核家族化の進展や地
域の結びつきの希薄化が危惧されています。そ
んな中、大和高田市では、北の玄関口である近
鉄大和高田駅周辺は新たなショッピングモー
ルの開業による賑わいをみせ、本市市民交流
センター（コスモスプラザ）においては、市民協
働推進会議や「まち部。」の創設、ユウガタ～
yougotta～LIVEの開催により、市民の皆さま
と協働を進める取り組みを続けております。今年
もこうした取り組みを継続し、更に浸透していくよ
う努めていくことが大切であると考えております。
また、永年の夢であった新庁舎建設事業が
実を結び、いよいよ本年より実施設計・施工
過程に入ります。建設の基本理念として掲げた
“「夢」・「笑顔」咲き、「未来」へと時を紡ぐ、
人と地域の「輪」を育むよりどころ”を基に、みん
なが夢を描き、笑顔があふれるまちづくりに向け
て、人と地域のつながりや絆をはぐくむ、市民の
よりどころとして愛される庁舎づくりをめざして取
り組んで参ります。
本年開催されるラグビーワールドカップ2019
日本大会、2020年の東京オリンピック・パラリ
ンピック、2025年の大阪万博等、相次ぐビッグ
イベントの開催に向けて沸き立つ中、本市におき
ましても、2019年を更なる飛躍の年としたいもの
です。
どうか皆様方には、市政発展のため、一層の
お力添えを賜りますようお願い申し上げ、新年の
ご挨拶といたします。

明けましておめでとうございます。
市民の皆さまには、輝かしい新年をお迎えの
ことと、心からお慶び申し上げますとともに、日
頃より市政に対する暖かいご理解とご協力を賜
り、厚くお礼申し上げます。
市議会を代表いたしまして、謹んで新年のご
挨拶を申し上げます。
昨年は、スポーツ界で平昌オリンピックでの金
メダルをはじめ、テニス、卓球、バドミントン等の
競技において、世界の頂点を極める素晴らしい成
績をおさめる日本人選手の活躍に沸くことが多
かった年でありました。
しかし、ここで気付くのが、それらの多くが個
人競技ということです。
人口の減少、少子化により、団体競技では、
チーム自体をつくることが難しいという話も聞か
れ、その影響がここにもあらわれてきています。
また、生産年齢（15歳～64歳）人口について
も、1995年（平成7年）の8,726万人をピーク
に、早ければ2,051年には、5,000万人を切る
のではないかと推計されています。
人口減少により、地域活力が低下していくの
ではないかと懸念されるところですが、国におい
ては、「働き方改革」として、一億総活躍社会の
実現に向けた取り組みがされており、本市におき
ましても、まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づ
き、人口の減少時代に対応した地域社会の創生
に取り組んでいるところです。
市議会におきましても、市民の皆様方との協働
により、住んでよかったと実感できる、活力ある大
和高田市となるよう、取り組んでいきたいと考え
ております。
本年も相変わらぬご支援とご協力を賜りますよ
う心からお願い申し上げますとともに、市民の皆
さまのご多幸をお祈りいたしまして、新年のご挨
拶といたします。
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い
つ
で
も
ど
こ
で
も
気
軽
に
読
書

電
子
図
書
館
利
用
の
す
す
め

●
利
用
で
き
る
人

市
内
在
住・
在
勤・
在
学
の「
図
書
貸
出
カ
ー
ド
」を
持
っ
て
い
る
人
で
、利
用

登
録
を
し
た
人

●
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
登
録
方
法

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
、電
話
で
登
録
の
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※「
図
書
貸
出
カ
ー
ド
」を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、運
転
免
許
証
な
ど
の
住
所・名

前
な
ど
を
確
認
で
き
る
も
の
を
持
っ
て
、図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
。

※
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
、手
続
き
に
来
館
で
き
な
い
人
は
、図
書
館
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
貸
出
冊
数・期
間

1
人
5
冊
以
内
、貸
出
期
間
は
2
週
間
以
内

●
使
い
方

利
用
登
録
し
た
人
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
電
子
図
書
館
」か
ら
利
用
で
き

ま
す
。詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
で
き
る
環
境
が
必
要
で
す
。

平
成
30
年
７
月
か
ら
電
子
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、10
月
末
ま
で

に
約
２
、５
０
０
冊
も
の
電
子
図
書

の
貸
し
出
し
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ

ま
で
の
利
用
人
数
は
約
１
、０
０
０

人
で
す
。資
格
試
験
や
旅
行
ガ
イ
ド
、

動
く
絵
本
、健
康
に
関
す
る
本
が
人

気
で
す
。本
は
音
声
対
応
の
コ
ン
テ

ン
ツ
を
中
心
に
導
入
し
て
い
る
た

め
、視
覚
障
害
の
あ
る
人
や
、高
齢
の

人
で
も
楽
し
め
ま
す
。市
民
だ
け
で

な
く
市
内
在
勤・
在
学
の
人
も
登
録

で
き
る
の
で
、多
く
の
人
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ラ
ジ
オ
を
聴
く
感
覚
で
、好
き
な

本
を
音
声
で
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

英
語
対
応
の
本
な
ら
、ネ
イ
テ
ィ
ブ

な
音
声
が
聴
け
ま
す
。旅
行
す
る
と

き
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
借
り
て
お
け

ば
、地
図
も
わ
か
り
便
利
で
す
ね
。文

字
が
小
さ
い
な
と
思
え
ば
、簡
単
に

文
字
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。い

ろ
い
ろ
な
使
い
方
で
楽
し
め
る

電
子
図
書
館
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

皆
さ
ん
は
図
書
館
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

「
電
子
図
書
館
」を
利
用
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

図
書
館
向
け
に
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
電
子

書
籍
を
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
用
い
て
、自
宅
や
外

出
先
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

た
く
さ
ん
の
種
類
の
本
が
あ
り
、24
時
間
い

つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。動
く
絵
本
や
音
声

付
き
の
本
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

電
子
書
籍
化
さ
れ
た
話
題
の
本
を「
読
ん

で
」、「
見
て
」、「
聴
い
て
」、豊
か
な
時
間
を
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

電子図書貸出ランキング
（平成 30 年 11月）

大和高田市立図書館
館長　秋丸素子

第1位

第２位
第２位

第２位

第２位

おにぎりレシピ101 どうぞのいす
（うごくえほん チルビー）

ほ
か
に
も
こ
ん
な
本
が
あ
り
ま
す

〔
市
立
図
書
館　
☎
52・
３
４
２
４
〕

ももたろう
（おとえほん日本昔話） 読めそうで

読めない漢字
朝ごはんBEST

200
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
制
度
の
流
れ

行
政
が
計
画
や
条
例
の
案
を
作
成
す
る

➡

広※
１

報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
計
画
や
条

例
の
案
や
趣
旨
な
ど
を
公
表
し
、
意※

２

見
募

集
す
る

➡

提※
３

出
さ
れ
た
意
見
と
対
応
す
る
市
の
考
え

方
を
公
表
す
る

※
１
…
広
報
誌
の
印
刷
期
日
の
都
合
上
、
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
２
…
意
見
提
出
方
法
は
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子

メ
ー
ル
、
直
接
窓
口
に
提
出
す
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。

※
３
…
個
別
の
回
答
は
行
わ
ず
、
類
似
の
意
見
に
つ

い
て
は
ま
と
め
て
公
表
し
ま
す
。
た
だ
し
、

個
人
情
報
や
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
よ
う
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
公
表

し
ま
せ
ん
。

意
見
提
出
方
法

意
見
書
の
様
式
は
自
由
で
す（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
、様
式
例
を
公
開
し
て
い

ま
す
）。

意
見
書
に
は
、原
則
、住
所
、氏
名（
法
人

そ
の
他
の
団
体
に
つ
い
て
は
、所
在
地
、名

称
と
代
表
者
氏
名
）、意
見
提
出
者
の
区
分

（「
市
民
」、「
市
内
在
勤
者
」、「
市
内
通
学

者
」、「
市
内
で
事
業
そ
の
他
の
活
動
を
行

う
者（
法
人・団
体
含
む
）」、「
利
害
関
係
者

（
具
体
的
な
利
害
関
係
も
記
載
）」）を
明
記

し
、意
見
内
容
を
書
い
て
、提
出
期
間
内
に

郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル
、直
接
窓
口

に
提
出
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
一
例

平
成
30
年
2
月
5
日
か
ら
26
日
ま
で
行

わ
れ
た「
大
和
高
田
市
新
庁
舎
建
設
基
本

計
画（
案
）に
対
す
る
意
見
募
集
で
は
、17

人
か
ら
52
件
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

左
上
の
表
は
、そ
の
意
見
と
市
の
考
え

方
の
一
部
で
す
。な
お
、意
見
と
回
答
は
要

約
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
い
た
だ
い
た
意
見
を
反
映
し
、

「
大
和
高
田
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」を

策
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
意
見
を募集

し
ま
す

「
大
和
高
田
市
手
話
言
語
条
例
」（
案
）

1
月
15
日
㈫
ま
で

「
大
和
高
田
市
立
地
適
正
化
計
画
」（
素
案
）

１
月
15
日
か
ら
２
月
11
日
ま
で

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
は
市
民
の
皆

さ
ん
の
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。さ
ま
ざ

ま
な
立
場
や
考
え
の
人
の
意
見
を
提
出
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、よ
り
良
い
施
策
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。積
極
的
に
意
見
を

提
出
す
る
こ
と
も
、市
政
へ
の
参
画
、協
働

の
あ
り
方
で
す
。

私
た
ち
行
政
と
皆
さ
ん
の
意
見
を
合
わ

せ
て
、よ
り
良
い
大
和
高
田
市
を
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
要
綱
や
実
施

状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

⇨ 

市
政
情
報

 

⇨ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
企
画
広
報
課　
内
線
２
７
３
〕

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」っ
て
な
あ
に
？

皆
さ
ん
は
、行
政
が「
○
○
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
」、「
△
△
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
」な
ど
の
発
表
を
し
た
と
き
に
、そ
の
内
容
を
見
て
、「
こ
こ
は
こ
う
し
た
方
が
い
い

の
で
は
な
い
か
」、「
な
ぜ
こ
こ
は
こ
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」な
ど
、意
見
や
疑

問
を
も
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

計
画
や
条
例
な
ど
を
考
え
る
の
は
行
政
で
す
。そ
こ
に
皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入

れ
、一
緒
に
政
策
な
ど
を
考
え
て
い
く
た
め
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
実
施
要

綱
」を
平
成
30
年
4
月
に
施
行
し
、基
本
的
な
方
針
を
定
め
ま
し
た
。要
綱
が
適
用
さ

れ
て
か
ら
現
在
ま
で
、4
件
の
意
見
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

大和高田市新庁舎建設基本計画（案）への意見の一例
意見の概要 市の考え方

案内・案内板を大きく分かりやすく
してほしい。

新庁舎における案内および案内板
は、文字・色づかいなどを工夫し、大き
く、かつ、分かりやすく計画します。

重度障害のある高齢者のためのオ
ムツ交換の場が必要です。

窓口フロアの多目的トイレには、大
人用オムツ交換ベッドも設けます。

雨天時でも、雨に濡れない駐車場・
駐輪場にしてほしい。

思いやり駐車場を含む駐車場の一
部及び駐輪場には、屋根を設けます。
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産
業
優
良
者
表
彰

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
地
域
交

流
を
目
的
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
会
員
数　
16
人

▽
活
動
概
要　

大
中
公
園
の
清
掃
活
動
や
、

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
で
制
作
交
流
会
、4

月
と
10
月
に
は「
え
み
ふ
る
市
」と
い
う
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
大
中
公
園
芝
生
広
場

で
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、１
月
19
日
に

は
、コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
で
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

▽
団
体
理
念　
大
和
高
田
市
に
住
み
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、今
こ
そ
昔
の

よ
う
な
地
域
交
流
を
も
う
一
度
復
活
さ
せ

た
い
、ま
た
い
つ
か
蛍
を
は
な
て
る
よ
う

に
高
田
川
を
き
れ
い
に
し
た
い
、と
い
う

想
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

▽
連
絡
先　
岸
本
麻
美

　
☎
０
９
０・
３
８
４
８・
６
６
２
２

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
）

に
登
録
し
て
い
る
活
動
団
体
を
、順
次
紹
介

し
ま
す（
順
不
動
）。

一
緒
に
活
動
し
た
い
と
思
う
人
、ま
た
は

興
味
の
あ
る
人
は
、連
絡
先
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
市
民
協
働
推
進
課　
☎
44・
３
２
１
０
〕

空
間
エ
ン
ジ
ェ
ル

商
工
業・農
業
の
各
分
野
で
著
し
い
功
績
を
あ
げ
ら
れ
、市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
が
、産
業
優
良
者
と
し
て
、平
成
30
年
11
月
20
日
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、深
く
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、今
後
、な
お一層
の
活
躍
を
期

待
し
て
、お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業
の

経
営
に
精
進
さ
れ
、工
業
の
発
展

育
成
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績
に

よ
る
表
彰

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業
の

経
営
に
精
進
さ
れ
、商
業
の
発
展

育
成
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績
に

よ
る
表
彰

※
商
業
優
良
者
表
彰
受
賞
者
１
名

が
、写
真・名
前
の
掲
載
を
辞
退

さ
れ
て
い
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業
の

経
営
に
精
進
さ
れ
、農
業
の
発
展

育
成
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績
に

よ
る
表
彰

本
市
産
業
の
従
業
員
と
し
て

誠
実
を
尽
く
さ
れ
、職
場
に
お
け

る
勤
務
成
績
が
優
秀
で
あ
る
と

と
も
に
、職
務
に
対
す
る
努
力
が

他
の
模
範
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
表

彰

●
工
業
優
良
者
表
彰

●
商
業
優
良
者
表
彰

●
農
業
優
良
者
表
彰

●
優
良
従
業
員
表
彰

河村 圭三さん

鍵谷 健さん

杦田 定美さん

梅本 和彦さん

梅田 昌宏さん

松山 春好さん関本 輝美さん隅田 章央さん田子 三枝子さん
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大
和
高
田
市
職
員
採
用
試
験
案
内

あ
な
た
の
可
能
性
を
大
和
高
田
に
!!

平
成
30
年
度

１．職種および試験区分、採用予定人員、受験資格など

２．試験の日時・場所・試験の種類および合格発表

職種・試験区分 採用予
定人員 受　　験　　資　　格

建 築 技 術 職 2人
昭和54年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学、短期
大学、高等学校の建築専門課程を卒業した人、または平成31年3月
卒業見込みの人

土 木 技 術 職 3人
昭和54年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学、短期
大学、高等学校の土木専門課程（農業土木を含む）を卒業した人、ま
たは平成31年3月卒業見込みの人

保　　 健　　 師 2人 昭和54年4月2日以降に生まれた人で、保健師免許を有する人、また
は平成31年3月末日までに取得見込みの人

保育士・幼稚園教諭 15人
昭和54年4月2日以降に生まれた人で、保育士資格並びに幼稚園教
諭免許の両方を有する人、または平成31年3月末日までに両方取得
見込みの人

区　分 第 1 次 試 験 第 2 次 試 験

日　時
平成31年1月27日㈰
午前9時15分集合

（午前8時45分受付開始）

平成31年2月6日㈬
（時間は第1次試験合格者

に通知）

場　所
大和高田市役所

（大和高田市大字大中
100番地1）

第1次試験合格者に通知

試験の
対象と
種　類

◦全職種
　①職場適応性検査
　②教養試験

◦建築技術職、土木技術
職、保健師、保育士•幼稚
園教諭
　③専門試験

◦全職種
　①小論文
　②個別面接

◦保育士・幼稚園教諭
　③実技試験

合格発表
平成31年1月31日㈭予定

（合否にかかわらず本人
に通知します）

平成31年2月中旬～下旬予定
（合否にかかわらず本人

に通知します）

大
和
高
田
市
職
員
採
用
試
験
委
員
会

◎
す
べ
て
の
職
種
に
お
い
て
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
が
、次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

⑴
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人（
民
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
準
禁
治
産
者
を
含
む
）。

⑵
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、

ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

⑶
大
和
高
田
市
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、そ

の
処
分
の
日
か
ら
2
年
を
経
過
し
な
い
者

⑷
日
本
国
憲
法
、又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で

破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

⑸
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、在
留
資
格
に
お
い
て
就
職

等
が
制
限
さ
れ
て
い
る
者

３
．受
験
手
続

1
．申
込
書
の
交
付

職
員
採
用
試
験
申
込
書
は
、大
和
高
田
市
役
所
3
階
人
事

課
で
交
付
し
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

2
．受
付
期
間
お
よ
び
受
付
場
所

　（
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
受
付
し
ま
す
）

▽
受
付
期
間　
平
成
31
年
1
月
7
日
㈪
か
ら
1
月
15
日
㈫
ま
で

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で（
土・日・祝
日
を
除
く
）

▽
受
付
場
所　
大
和
高
田
市
役
所
3
階
人
事
課
内　
大
和
高

田
市
職
員
採
用
試
験
委
員
会

※
持
参
は
代
理
も
可
と
し
ま
す
。た
だ
し
、書
類
に
不
備
が
あ

る
場
合
は
、一
旦
お
返
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、で

き
る
だ
け
受
験
者
本
人
が
持
参
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

試
験
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、大
和
高
田
市
役
所
3
階
人
事
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

city.yam
atotakada.nara.jp

）で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

試
験
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

〒
６
３
５・８
５
１
１　

大
和
高
田
市
大
中
１
０
０
番
地
１

大
和
高
田
市
役
所　

企
画
政
策
部
人
事
課
内

「
大
和
高
田
市
職
員
採
用
試
験
委
員
会
」

☎
０
７
４
５
・
22
・
１
１
０
１（
内
線
２
１
４
）
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11
月
3
日
、ジ
ェ
ニ
ー・
ダ
ウ
ェ
ル
前
リ
ズ
モ
ー
市
長
が
、姉
妹
都
市
交
流
を
通
し
て

日
豪
の
友
好
親
善
お
よ
び
相
互
理
解
の
促
進
に
寄
与
し
た
功
績
で
、旭
日
小
綬
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
ェ
ニ
ー
さ
ん
は

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
、

「
日
本
の
東
京
で
、１

３
０
人
の
外
国
人
が

叙
勲
を
受
章
し
ま
し

た
。姉
妹
都
市
交
流
に

深
く
関
わ
っ
た
大
和

高
田
市・
リ
ズ
モ
ー
市

の
皆
さ
ん
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。受
章

は
と
て
も
光
栄
で
す
」と
伝
え
ま
し
た
。

〔
大
和
高
田・リ
ズ
モ
ー
都
市
友
好
協
会
☎
22・
３
４
３
１
〕

12
月
6
日
、台
風
21
号
に
よ
る

大
谷
山
自
然
公
園
で
の
倒
木
被
害

の
復
旧
作
業
を
行
っ
た
、天
理
教

災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
奈
良
教

区
隊
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。大

谷
山
自
然
公
園
は
復
旧
作
業

が
終
わ
り
、11
月
15
日
か
ら
通
常

利
用
で
き
ま
す
。

〔
都
市
計
画
課　
内
線
６
８
９
〕

市
立
図
書
館
で
は
、「
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
」地
域
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

し
た
。「
調
べ
る
学
習
」と
は
、自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め
、図
書
館
の
本
を
使
っ
て
調
べ
る
こ

と
で
す
。審
査
の
結
果
、市
長
賞
を
は
じ
め
と
す
る
各
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

日
豪
友
好
親
善
の
功
績
で
叙
勲
を
受
章

災
害
復
旧
作
業
へ
の

感
謝
状
贈
呈

▲感謝状を受け取るひのきしん隊の隊長（写真中央）と副隊長（写真左）

大
和
高
田
市
長
賞

大
和
高
田
市
議
会
議
長
賞

大
和
高
田
市
立
図
書
館
館
長
賞

優　
秀　
賞

大
和
高
田
市
教
育
委
員
会
賞

優　
秀　
賞

大
和
高
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
賞

優　
秀　
賞

陵
西
小
学
校　
３
年

松ま
つ

本も
と　

希の

歩あ

「
わ
た
し
の
お
道
具
箱
」

大
和
高
田・リ
ズ
モ
ー

都
市
友
好
協
会
賞

陵
西
小
学
校　
２
年

藤ふ
じ

本も
と　

佳か

純す
み

「
ペ
ン
ギ
ン
の
く
ら
し
」

陵
西
小
学
校　
５
年

松ま
つ

本も
と　

結ゆ

心あ

「
わ
か
る
と
お
も
し
ろ
い
！

百
人
一
首
」

陵
西
小
学
校　
１
年

角つ
の

谷や　
一か

ず

聡さ

「
お
か
ね
の
え
っ
て

な
に
？
」

陵
西
小
学
校　
３
年

羽は

根ね　
菜な

な々

美み

「
電
池
の
し
く
み
」

菅
原
小
学
校　
３
年

岩い
わ

坂さ
か　
真ま

奈な

「
パ
ン
ダ
の
く
ら
し
」

陵
西
小
学
校　
２
年

加か

納の
う　
結ゆ

生い

「
貝
っ
て
た
ま
ご
で

ふ
え
る
の
？
」

陵
西
小
学
校　
６
年

藤ふ
じ

本も
と　

佳か

奈な

「
衣
服
の
歴
史
」

菅
原
小
学
校　
３
年

寺て
ら

中な
か　
潤ひ

ろ

志さ
ね

「
カ
ブ
ト
ム
シ
の

け
ん
き
ゅ
う
」

陵
西
小
学
校　
３
年

加か

納の
う　
寛ひ

ろ

之ゆ
き

「
水
中
か
ら
り
く
に

上
が
る『
生
命
』!!
」

磐
園
小
学
校　
５
年

坂ば
ん

東ど
う　
い
つ
き

「
都
道
府
県
の
手
話
」

第
４
回
大
和
高
田
市

「
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
」
地
域
コ
ン
ク
ー
ル

各
賞
受
賞
者〔

敬
称
略
〕

▲姉妹都市交流 55 周年記念事業に
参加したジェニー・ダウェルさん

（平成 30 年 6 月 22 日撮影）
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「
大
和
高
田
市
新
庁
舎

建
設
基
本
設
計（
案
）」

が
で
き
ま
し
た

「
こ
ど
も
食
堂
」へ
の

補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
決
定

希
望
ナ
ン
バ
ー
の
受
付
は
1
月
31
日
ま
で

本
市
は
、平
成
30
年
3
月
に「
大

和
高
田
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計

画
」を
策
定
し
ま
し
た
。こ
の
基
本

計
画
に
基
づ
い
て
、基
本
設
計
の

検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

こ
の
た
び
、「
大
和
高
田
市
新
庁
舎

基
本
設
計（
案
）」と
し
て
ま
と
め

ま
し
た
。

◎
市
民
説
明
会
を
開
催

「
大
和
高
田
市
新
庁
舎
建
設
基

本
設
計（
案
）」に
つ
い
て
、市
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
の

市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と
き　
1
月
13
日
㈰
午
後
1
時

30
分
か
ら
午
後
2
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
）
2
階　

交
流
ス
ペ
ー
ス
（
片
塩
町
12
番

5
号
）

※
事
前
申
込
不
要

〔
庁
舎
建
設
室　
内
線
２
９
６
〕

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
促
進
と
、

子
育
て
の
支
援
の
た
め
に
、『
こ
ど
も
食

堂
』の
開
催
を
考
え
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
皆
さ
ん
に
、補
助
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

▽
対
象
団
体　
大
和
高
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
団
体

▽
対
象
経
費

◦
子
ど
も
に
提
供
す
る
食
事
の
食
材
に
要

す
る
経
費
（
子
ど
も
1
人
1
食
に
つ
き

上
限
額
２
０
０
円
）

◦
子
ど
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
保
険
に

要
す
る
経
費

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
保
険
に
要
す
る
経
費

※
経
費
の
合
計
額
は
、
1
年
に
つ
き
上
限

額
を
20
万
円
が
上
限

「
こ
ど
も
食
堂
補
助
金
」の
申
し
込

み
を
希
望
し
て
い
る
団
体
や「
こ
ど

も
食
堂
」を
実
施
し
た
い
が
、実
施

場
所
が
な
い
と
考
え
て
い
る
団
体
は
、

児
童
福
祉
課
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議

会
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
児
童
福
祉
課　
内
線
５
７
６
、

大
和
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
23
・
５
４
２
６
〕

原
動
機
付
自
転
車（
50 

㏄
以
下
限
定
）の「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
」を
作
製
し
ま
す
。デ
ザ
イ
ン
は
、平
成
30
年
10
月
に
行
わ
れ
た

投
票
に
よ
り
、“
さ
く
ら
と
み
く
ち
ゃ
ん
”に
決
定
し
ま
し
た
。

3
月
中
旬
か
ら
の
窓
口
交
付
に
先
立
ち
、
希
望
ナ
ン
バ
ー
の
募
集
を

1
月
31
日
㈭
ま
で
期
間
限
定
で
受
付
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
個
人
ま
た
は
法
人
で
、応

募
者
本
人
ま
た
は
代
理
人
が
3
月
中
旬
か
ら
4
月
下
旬（
予
定
）ま
で

の
間
に
、直
接
、税
務
課
で
、交
換
ま
た
は
新
規
登
録
の
手
続
き
が
で

き
る
人
に
限
り
ま
す
。郵
送
で
の
登
録
や
交
換
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

①
応
募
時
点
で
、大
和
高
田
市
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
交
付
さ
れ

た
対
象
車
種
を
持
っ
て
い
る
人

②
本
市
を
定
置
場
と
し
て
対
象
車
種
を
新
規
に
取
得
す
る
予
定
の
あ

る
人

①
、②
と
も
、軽
自
動
車
税
に
滞
納
が
な
い
人
に
限
り
ま
す

▽
応
募
期
間　
1
月
31
日
㈭
ま
で　
※
郵
送
提
出
の
場
合
は
、締
切
日
必
着

▽
応
募
方
法　
「
応
募
用
紙
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、大
和
高
田
市
役
所 

税
務
課 

市

民
税
係
へ
持
参
、ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
注
意
事
項

◦「
応
募
用
紙
」は
、市
税
務
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
電
話
や
Ｅ
メ
ー
ル・Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
申
し
込
み
は
、1
人（
1
事
業
所
）に
つ
き
1
台
で
す
。

◦
抽
選
結
果
は
、当
選・
落
選
に
か
か
わ
ら
ず
、応
募
者
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
同
じ
番
号
に
複
数
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
で
す
）。

◦
従
来
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
か
ら
の
交
換
も
で
き
ま
す
が
、番
号
は
引
き
継
ぎ
で
き
ま
せ
ん
。

◦
そ
の
他
の
注
意
事
項
は
、応
募
用
紙
の
裏
面
を
見
て
く
だ
さ
い
。

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
カ
ラ
ー
版
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｕ
Ｒ
Ｌ http://w

w
w

.city.yam
atotakada.nara.jp/topics/oshirase/

num
ber.htm

l

ま
た
は
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
デ
ザ
イ
ン
は
、完
成
品
と
は
多
少
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
税
務
課　
内
線
２
６
２
〕

原付車種 塗色 標識番号
一種

（50cc以下） 白色 A1～
A999
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大
和
高
田
市
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
開
始

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

1
月
10
日
は「１

１
０
番
の
日
」

動
産
カ
タ
ロ
グ
公
売
の
実
施

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
1
月
か
ら
大
和
高
田
市
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

家
庭
を
訪
問
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
事
業
者
と
の
間
で「
見
守
り
協
定
」を
締

結
し
、訪
問
し
た
と
き
に
、い
つ
も
と
違
う

な
ど
の
様
子
に
気
付
い
た
ら
、市
の
窓
口

に
知
ら
せ
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

特
別
に
何
か
を
す
る
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、日
々
の
業
務・
仕
事
の
中
で
、あ
い

さ
つ
や
声
掛
け
や
、新
聞
や
郵
便
物
が
た

ま
っ
て
い
れ
ば
、知
ら
せ
る
な
ど
で
す
。場

合
に
よ
っ
て
は
、救
急
車
の
要
請
や
警
察

へ
の
通
報
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

〔
地
域
包
括
支
援
課　
内
線
５
８
９　

児
童
福
祉
課　
内
線
５
８
２
〕

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
日
程

▽
参
加
申
込
期
間　
1
月
8
日
㈫　
午
後

1
時
か
ら
1
月
22
日
㈫　
午
後
11
時
ま
で

▽
入
札
期
間　
1
月
29
日
㈫　
午
後
1
時

か
ら
2
月
5
日
㈫　
午
後
1
時
ま
で

▽
公
売
サ
イ
ト　

Yahoo!

官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
（https://koubai.auct

ions.yahoo.co.jp/

）

入
札
時
の
注
意
や
、入
札
方
法
に
関
し

て
はYahoo!

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も

見
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、出
品
状
況
は
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
る
の
で
、詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
す
る
か
、市
役
所
収
納
対
策
室

（
内
線
２
３
６
）ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

〔
収
納
対
策
室　
内
線
２
３
６
〕

滞
納
者
か
ら
差
押
え
し
た
机
、傘
、お
皿

な
ど
の
食
器
類
な
ど
の
動
産
を
公
売
し
ま

す
。公
売
は
、市
役
所
で
実
際
に
物
を
見
る

内
覧
期
間
の
後
、入
札
方
式
で
落
札
者
を

決
定
し
ま
す
。

▽
内
覧
期
間　
2
月
中
旬
（
予
定
）

▽
入
札
期
間　
2
月
下
旬
（
予
定
）

※
詳
し
く
は
、広
報
誌
や
ま
と
た
か
だ
2

月
号
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。〔

収
納
対
策
室　
内
線
２
３
６
〕

昭
和
24
年
1
月
26
日
、法
隆
寺
金
堂
の

火
災
に
よ
っ
て
、白
鳳
時
代
に
描
か
れ
た

十
二
面
壁
画
が
焼
損
し
ま
し
た
。こ
の
火

災
に
よ
っ
て「
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ

う
」と
い
う
世
論
が
全
国
的
に
広
ま
り
、昭

和
30
年
か
ら
1
月
26
日
を
文
化
財
防
火

デ
ー
と
定
め
ま
し
た
。

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
で
は
、１
月
23

日
か
ら
７
日
間
を
文
化
財
防
火
週
間
と
し
、

１
月
27
日
に
は
、天
満
神
社（
根
成
柿
６
１

４
）で
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

貴
重
な
文
化
財
を
管
理
す
る
人
を
は
じ

め
、地
域
ぐ
る
み
で
文
化
財
の
防
火
に
努

め
、貴
重
な
文
化
財
を
み
ん
な
で
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

〔
高
田
消
防
署　
☎
25
・
０
１
１
９
〕

「
緊
急
時　
あ
な
た
を
守
る　
１
１
０
番
」

●
１
１
０
番
通
報
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
何
が
あ
っ
た
の
か（
交
通
事
故・
泥
棒・

け
ん
か
な
ど
）

②
い
つ
な
の
か（
た
っ
た
今・何
分
前
な
ど
）

③
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か（
住
所・近
く
の
目

印
な
ど
）

④
犯
人
は（
犯
人
の
特
徴・ど
ち
ら
へ
逃
げ

た
か
な
ど
）

⑤
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か（
事
件・事
故

の
様
子
な
ど
）

⑥
あ
な
た
の
住
所・
名
前・
電
話
番
号（
携

帯
番
号
な
ど
）

事
件・事
故
発
生
時
に
、１
１
０
番
が
ス

ム
ー
ズ
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、緊
急
時
以

外
の
相
談
な
ど
は
警
察
相
談
専
用
電
話

「
♯
９
１
１
０
番
」を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
高
田
警
察
署　
☎
22
・
０
１
１
０
〕

売却区分
番号 地名 地番・

家屋番号
地目・
種類 地積 見積価額 公売保証金

大和高田市
-30-3-1 甘田町

662番17 宅地 46.82㎡

369,000円 40,000円662番14
の4 居宅 33.79㎡

大和高田市
-30-3-2

蔵之宮
町

142番5 宅地 58.07㎡

981,000円 100,000 円
142番5 居宅 1階 34.76㎡

2階 31.27㎡

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
実
施
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健
や
か
な
毎
日
を

　

  

お
く
る
た
め
に

天満診療所
医師  梅本典江

２
０
１
９
年

　
　
年
頭
の
ご
挨
拶

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。自
然
災
害
が
頻
発
し
た

激
動
の
1
年
を
終
え
、新
た
な
年

を
迎
え
ま
す
。本
年
が
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、素
晴
ら
し
い
年
に
な
る

こ
と
を
祈
念
し
て
、年
頭
の
ご
挨

拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
中
で
、少
子
高
齢
化
、人
口

減
少
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

特
に
大
和
高
田
市
の
人
口
減
少
は

顕
著
で
、他
の
地
域
よ
り
早
く
、

２
０
０
０
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
が

減
少
に
転
じ
、減
少
速
度
も
加
速

し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況

に
お
い
て
、中
和
医
療
圏
の
基
幹

病
院
と
し
て
、何
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
と
模
索
し
て
き
ま
し

た
。２
０
１
９
年
の
年
頭
に
お
い

て
、大
和
高
田
市
立
病
院
は
、住
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、安
心・

安
全
の
医
療
の
提
供
、す
な
わ
ち

救
急
医
療
や
周
産
期
お
よ
び
小
児

医
療
の
充
実
を
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
８
年
4
月
か
ら
、地
域
の

基
幹
病
院
と
し
て
、葛
城
地
区
の

他
の
5
病
院
と
協
力
し
、葛
城
地

区
二
次
救
急
輪
番
を
立
上
げ
、病

病
連
携
の
組
織
作
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
。さ
ら
に
同
年
10
月
か
ら

は
、大
和
高
田
市
、香
芝
市
、葛
城

市
、広
陵
町
の
3
市
1
町
の
行
政

が
取
り
ま
と
め
を
行
い
、正
式
に

救
急
輪
番
が
稼
働
し
ま
し
た
。救

急
隊
や
奈
良
医
科
大
学
の
協
力
も

得
て
、可
能
な
限
り「
断
ら
な
い
救

急
」お
よ
び「
中
和
医
療
圏
で
の
完

結
」を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。ま
た
こ

の
6
病
院
に
よ
る
病
病
連
携
が
中

心
と
な
っ
て
、診
療
所
や
在
宅
、介

護
施
設
と
の
連
携
を
行
え
な
い
か

と
協
議
し
て
い
ま
す
。

続
い
て
周
産
期
お
よ
び
小
児
医

療
に
つ
い
て
で
す
が
、当
院
は
、開

院
以
来
、周
産
期
お
よ
び
小
児
医

療
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
が
、本

年
4
月
よ
り
、さ
ら
に
産
科
と
小

児
科
の
医
師
の
充
足
を
図
り
、両

診
療
科
間
の
連
携
を
深
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、よ
り
水
準
の
高
い
周

産
期
お
よ
び
小
児
医
療
を
め
ざ
す

「
周
産
期・
小
児
医
療
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
ま
す
。住

民
の
皆
さ
ん
が
、安
心
し
て
、お

産
や
子
育
て
の
で
き
る
町
づ
く

り
に
、協
力
で
き
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。

当
院
は
、住
民
の
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
、必
要
と
さ
れ
る
こ
と
で
、歴

史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。今
後
も

ス
タ
ッ
フ
一
同
、中
和
医
療
圏
の

基
幹
の
自
治
体
病
院
の
自
覚
を

持
っ
て
、安
心・安
全
の
医
療
を
提

供
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
頑
張
り
ま

す
の
で
、こ
の
一
年
も
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
1
月
1
日

大
和
高
田
市
立
病
院

院
長　
岡
村　
隆
仁

〔
市
立
病
院　
☎
53・
２
９
０
１
〕

「
小
さ
い
健
康
習
慣
を
」

新
年
、な
に
か
目
標
を
た
て
ま

し
た
か
。

「
今
年
こ
そ
体
に
い
い
こ
と
を
」

と
目
標
を
た
て
て
も
、達
成
で
き

な
い
ま
ま
１
年
が
過
ぎ
て
し
ま

う
っ
て
こ
と
も
多
い
で
す
よ
ね
。

い
き
な
り
大
き
な
目
標
を
た
て

る
よ
り
、気
軽
に
で
き
る
小
さ
な

目
標
に
す
る
と
、達
成
で
き
る
確

率
が
高
く
な
る
そ
う
で
す
。ほ
ん

の
小
さ
な
行
動
で
も
、毎
日
繰
り

返
し
て
い
く
と
、「
で
き
る
」と
い

う
自
信
と
な
り
、積
み
重
ね
て
い

く
こ
と
で
大
き
な
変
化
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

７
、０
０
０
歩
歩
く
と
体
に
い

い
と
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
毎
日

は
な
か
な
か
で
き
な
い
。そ
れ
な

ら「
毎
日
２
、０
０
０
歩
歩
く
」と

い
う
小
さ
な
目
標
に
す
る
の
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。近
所
の
ポ
ス

ト
ま
で
往
復
歩
く
な
ど
、工
夫
す

る
と
ク
リ
ア
で
き
そ
う
で
す
。２
、

０
０
０
歩
が
達
成
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
次
は
３
、０
０
０
歩
を

目
標
に
し
、週
末
は
少
し
遠
く
ま

で
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。そ
れ
ぐ

ら
い
は
毎
日
歩
い
て
い
る
と
い
う

人
は
、今
よ
り
プ
ラ
ス
１
、０
０
０

歩
を
目
標
に
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

歩
く
と
き
は
大
股
で
歩
く
、エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
使
わ
ず
に
階
段

を
利
用
す
る
、テ
レ
ビ
を
見
な
が

ら
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る
、朝
食
後
の

タ
バ
コ
を
や
め
る
な
ど
、日
常
生

活
の
中
で
続
け
ら
れ
そ
う
な
小
さ

な
目
標
を
さ
が
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

欲
張
っ
て
一
度
に
目
標
を
た
く
さ

ん
作
り
す
ぎ
な
い
こ
と
も
成
功
へ

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

小
さ
な
目
標
を
毎
日
達
成
さ
せ

な
が
ら
、よ
い
健
康
習
慣
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

天
満
診
療
所
健
康
教
室

▽
と
き　
１
月
24
日
㈭　
午
後
１

時
～
２
時

▽
と
こ
ろ　
天
満
診
療
所

▽
テ
ー
マ　
「
高
齢
者
の
う
つ
と

不
眠
」

▽
講
師　
梅
本 

典
江（
天
満
診
療

所
医
師
）

〔
天
満
診
療
所　
☎
52・５
３
５
７
〕
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10
月
か
ら
11
月
に
開
催
し
た
人
権

教
育
地
区
別
懇
談
会（
地
区
懇
）へ
の

参
加
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
は
じ
め
、

参
加
者
の
言
葉
か
ら
印
象
深
い
も
の

を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

①『
論
語
』で
弟
子
に「
こ
れ
か
ら
先
、

生
き
て
い
く
の
に
必
要
な
字
は
」

と
聞
か
れ
た
孔
子
が「
恕（
じ
ょ
＝

思
い
や
り
の
心
）」と
答
え
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
生
徒
た
ち
に
よ
く
話
し

ま
す
。優
し
さ
と
は
、そ
の
人
が
何

を
し
て
ほ
し
い
か
を
考
え
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

②「
相
客（
あ
い
き
ゃ
く
）に
心
せ
よ
」

と
い
う
千
利
休
の
言
葉
が
あ
り
ま

す
。何
事
に
接
す
る
と
き
に
も
無

垢
な
心
で
、素
直
な
態
度
で
、同
席

し
た
す
べ
て
の
人
を
思
い
や
る
。

そ
の
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
が
人

権
に
つ
な
が
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

③
視
覚・聴
覚・臭
覚・味
覚・触
覚
の

五
感
は
、い
ず
れ
も
外
を
向
い
て

い
ま
す
。人
は
、他
者
は
よ
く
見

え
る
の
で
、と
も
す
れ
ば
自
分
を

守
る
た
め
に
批
判
を
し
が
ち
で
す
。

で
も
今
回
の
ク
イ
ズ
の
よ
う
に
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
で
、

自
分
を
深
め
る「
内
な
る
ア
ン
テ

ナ
」を
も
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

④「
相
談
」体
制
は
も
ち
ろ
ん
大
事
。

そ
れ
と
同
時
に
、実
際
に
当
事
者

や
そ
の
家
族
が
相
談
へ
の
具
体
的

な
行
動
を
取
る
、そ
の
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
が
本
当
に
大
変
だ
と

い
う
こ
と
も
、も
っ
と
知
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

⑤
今
の
学
校
の
姿
は
、か
つ
て
の
学

習
形
態
か
ら
変
化
を
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
、教
師
が
教
え
、生
徒
が
理

解
す
る
一
方
的
な
学
び
で
は
な
く
、

学
び
あ
う
学
習
が
主
流
と
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、道
徳
が
教

科
化
さ
れ
る
中
で
重
要
視
さ
れ
て

い
る
の
は
、単
に「
正
解
」を
求
め

る
の
で
は
な
く
、こ
の
地
区
懇
の

よ
う
に
、意
見
を
出
し
合
う
中
で

お
互
い
が
納
得
で
き
る
答
え「
納

得
解
」を
求
め
る
こ
と
な
の
で
す
。

お
知
ら
せ

1
月
19
日
㈯
午
後
2
時
か
ら
、総
合

福
祉
会
館
3
階
で
開
催
す
る
第
27
回

市
人
推
協
研
究
大
会
は
、豊
か
な
人
間

関
係
の
創
造
と
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
す
た
め
の
取
り
組
み
で

す
。ぜ
ひ
、参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
人
権
施
策
課　
内
線
２
８
８
〕

こ
こ
か
ら
始は
じ
ま
る
。
　

〔
く
ら
し・せ
い
か
つ
支し
え
ん
が
か
り

援
係　
☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通）〕

190

相
客
に
心
し
な
が
ら
納
得
解

新あ
た
ら

し
い
年と

し

が
始は

じ

ま
り
ま
し
た
。

ま
た
同ど

う

時じ

に
「
平へ

い

成せ
い

」
と
い
う
元げ

ん

号ご
う

が
終お

わ
る
年と

し

で
も
あ
り
ま
す
。

も
の
ご
と
す
べ
て
に
始は

じ

ま
り
が
あ

り
終お

わ
り
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

そ
の
終お

わ
り
が
次つ

ぎ

の
始は

じ

ま
り
で
も

あ
る
の
で
す
。
さ
て
、
今こ

ん

回か
い

は
、

以い

前ぜ
ん

「
お
し
え
て
！
生せ

い

困こ
ん

」
で
紹し

ょ
う

介か
い

し
た
人ひ

と

の
「
あ
の
人ひ

と

は
今い

ま

」
に

つ
い
て
お
話は

な

し
し
ま
す
。

30
歳さ

い

の
Ｒ
さ
ん
が
職し

ょ
く

を
無な

く

し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
止と

め
ら
れ

て
し
ま
っ
た
の
は
、
去き

ょ

年ね
ん

の
春は

る

の

こ
と
で
し
た
。「
く
ら
し
・
せ
い

か
つ
支し

援え
ん

係が
か
り

」
に
相そ

う

談だ
ん

に
き
て
、

相そ
う

談だ
ん

支し

援え
ん

員い
ん

と
共と

も

に
仕し

事ご
と

を
見み

つ

け
て
、
生せ

い

活か
つ

を
立た

て
直な

お

す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

年ね
ん

末ま
つ

、
久ひ

さ

し
ぶ
り
に
Ｒ
さ
ん
は

顔か
お

を
見み

せ
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。

保ほ

険け
ん

料り
ょ
う

な
ど
の
滞た

い

納の
う

に
対た

い

し
て
分ぶ

ん

納の
う

相そ
う

談だ
ん

の
た
め
来ら

い

庁ち
ょ
う

し
、
少す

こ

し
足あ

し

を
伸の

ば
し
て
来き

て
く
れ
た
の
で
し

た
。
ほ
ん
と
に
い
い
社し

ゃ

長ち
ょ
う

さ
ん
と

の
巡め

ぐ

り
合あ

わ
せ
に
よ
り
、
今い

ま

も
続つ

づ

け
て
勤き

ん

務む

し
て
い
る
よ
う
で
、
も

と
も
と
不ぶ

器き

用よ
う

（
本ほ

ん

人に
ん

談だ
ん

）
で
し

た
が
、
ま
じ
め
な
性せ

い

格か
く

が
認み

と

め
ら

れ
、
今い

ま

で
は
職し

ょ
く

員い
ん

か
ら
も
頼た

よ

ら
れ

る
存そ

ん

在ざ
い

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。外そ

と

で
の
作さ

業ぎ
ょ
う

も
多お

お

い
よ
う
で
、

以い

前ぜ
ん

と
比く

ら

べ
て
か
な
り
身か

ら
だ体

も
引ひ

き
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ふ
る
さ

と
に
母は

は

親お
や

を
残の

こ

し
て
き
て
い
る
た

め
、
早は

や

く
楽ら

く

に
生せ

い

活か
つ

さ
せ
て
あ
げ

た
い
と
願ね

が

っ
て
い
る
Ｒ
さ
ん
で
し

た
。こ

れ
か
ら
も
、
相そ

う

談だ
ん

者し
ゃ

の
皆み

な

さ

ん
と
お
互た

が

い
に
支さ

さ

え
合あ

い
な
が
ら

前ま
え

を
向む

い
て
歩あ

る

い
て
い
け
る
よ
う

に
「
く
ら
し
・
せ
い
か
つ
支し

援え
ん

係が
か
り

」
は
今き

ょ
う日
も
皆み

な

さ
ん
の
相そ

う

談だ
ん

を

聴き

か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

、
家か

族ぞ
く

の
こ
と
、
地ち

域い
き

で
気き

に
な
る
人ひ

と

や
子こ

ど
も
の
こ

と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
先ま

ず
は
一い

ち

度ど

お
話は

な
し

を
聴き

か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。
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一般書

児童書

電子図書館 ランキング

新着図書のご案内

1 月のおはなし会 催しのご案内
◎絵本のよみきかせ
▷とき　1月5日㈯・19日㈯
　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん　えほんコーナー
▷たいしょう　どなたでも

◎おはなし会
（担当：たかだおはなしろうそくの会）
▷とき　1月12日㈯
　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　4さいいじょう
●えほん　「手ぶくろを買いに」
●おはなし「アナンシと五」

◎えほんとわらべうたの時間≪きらら≫
（担当：たかだおはなしろうそくの会）
▷とき　1月26日㈯
　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　3さいいか
●えほん　「このゆきだるまだーれ？」
●おはなし「うさぎとひきのもち争い」

〔市立図書館　☎52-3424　 52-9415〕

■図書館教養講座　郷土シリーズ①
▷と　き　1月26日㈯　午前10時30分～正午ごろ
▷ところ　市立図書館　2階学習室
▷テーマ　「宇野浩二」
▷講　師　鎌田　彰さん
▷対　象　一般
▷定　員　40名
▷参加費　200円（資料費を含む）

■大人のおはなし会～あなたをおはなしの世界へ～
▷と　き　1月27日㈰　午後2時～ 3時ごろ
▷ところ　市立図書館　2階プレイルーム
▷語り手　たかだおはなしろうそくの会ほか
▷対　象　一般
▷定　員　30名
▷費　用　無料

上記２つのイベントの申込方法
1月5日㈯から定員に達するまでの期間、図書館カウン
ターまたは電話で受付します。

僕たちが何者でもなかった頃の話をしよう 山中 伸弥／著 文藝春秋

イラストで学ぶスタディスキル図鑑 キャロル・ヴォーダマンほか／著 創元社

60 歳からの筋活ごはん  荒木 厚／監修 女子栄養大学出版部

誤解されやすい方言小辞典 篠崎 晃一／著 三省堂

シャーロック・ホームズ大図鑑 デイヴィッド・スチュアート・
デイヴィーズほか／著 三省堂

こんなとき、どうする？ 諸富 祥彦／監修 金の星社

ロボット図鑑 クライブ・ギフォード／文 東京書籍

こうすればきみも話せる 3 ワンランク上の話し方テクニック 鳥谷 朝代／監修 岩崎書店

子ぶたのトリュフ  ヘレン・ピータース／文 さ・え・ら書房

絵本眠れなくなる宇宙といのちのはなし  長崎 訓子／絵 講談社

第 1 位 おにぎりレシピ 101　- 英訳付き - 山田 玲子／著 ポット出版

第 2 位 どうぞのいす（うごくえほんチルビー） 柿本 幸造／絵 モーニング

第 2 位 ももたろう （おとえほん日本昔話） 柿原 さゆり／挿絵 デシベル

第 2 位 朝ごはんBEST200 枻出版社

第 2 位 読めそうで読めない漢字 日本語考究会／著 マイナビ
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